
             第２２回 条例学習会  レジュメ 

２００９・２・１９（木）１５：００～（介護保険出前講座終了後） 

              ウィズ豊川 ２階 視聴覚室 

１．条例についての議会審議 

   ３月 ６日（金）１３：３０～ 生活文教委員会で審議  

                  市役所本庁３階議会委員会室 傍聴席１０ 

   ３月１７日（火）１３：３０～ 本会議で採決 

 

２．条例施行後の行政 

   男女共同参画に関する市民アンケート調査 

   豊川男女共同参画推進計画策定 

   豊川男女共同参画プラン策定 

 

３．大学との連携 ・・ 条例理念の定着を図るため  

   ①愛知大学 （山本和子先生より）   

     愛知大学で取り組んでいるゼミはない。 

     ジェンダー論研究をしている非常勤講師はいるが、個人的研究の範囲。 

     学生サークルの男女共同参画意識は低い。 

     豊橋市男女共同参画推進審議会会長、武田圭太愛知大学教授（文学部産業心理

学）は、共働きなどを研究。 

 

   ②名古屋大学男女共同参画室  ２００４・４設立       （別紙） 

      大学内の男女共同参画の具現化 

 

   ③愛知淑徳大学ジェンダー・女性学研究所 １９９４・４設立  （別紙） 

      研究分野からの情報提供 

 

   ④名城大学ジェンダー研究所 ２００６・４設立        （別紙）      

℡ ０５２－８３８－２４８３ 所長 天童睦子准教授 

      学術研究だけでなく、市民との連携を重視した地域実践型の研究を展開。 

正規カリキュラムに乗せるには大学を通す必要がある。半年前なら、今年度

カリキュラムにはめることができた。が、いい方法があるかもしれない。 

フィールドワークには、教育と地域の連携を図る。その場合、市と市民との

協力体制が不可欠。 

情報学部都市整備論、海道清信ゼミが美濃加茂市のまちづくりに取り組んだ。 

 

４．次回  ３月１９日（木）午前９時３０分～ ウィズ豊川２階視聴覚室   


